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研究成果の概要（和文）：　中国における効果的エイズ対策を行うことを目的として研究を行ってきた。研究の過程で
、多くのHIV感染者に治療の遅れが見られることが明らかになった。その主たる原因は、受診の遅れであり、早期の受
診が、治療効果の向上につながることを報告した。早期の受診には、感染者のHIV感染に対する正確な知識が欠かせな
いこともわかった。早期治療は、感染予防にもつながるものであり、さらなる啓発が求められる。
　一方健康教育においてピア教育が健康に対する行動変容に重要な役割を演じることもわかった。したがって、ピアの
役割を組み込んだ対策が求められる。

研究成果の概要（英文）： The aim of our research is to explore the possibility and propose to construct 
an effective intervention for HIV/AIDS epidemic in China. We found first in our research that many people 
with HIV/AIDS had a delay in terms of the inception of treatment. The main reason of that treatment delay 
was caused by the delay of seeing a doctor. If people with HIV had a treatment early, we reported that 
outcome of the treatment would be better. For people with HIV to have an early treatment, it is essential 
that they have a correct knowledge about HIV/AIDS and its treatment. It is a world slogan that treatment 
works as prevention. "Treatment as prevention." In that regard, early treatment was required.

研究分野： 国際保健学
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１．研究開始当初の背景 
アジア、特にメコン川流域経済圏において、

静注薬物常用者におけるエイズ流行は、公衆

衛生及び社会上の大きな問題となっている。

中国でも、1989 年以降、静注薬物常用者にお

ける HIV 感染が増加しており、静注薬物常用

者におけるHIV感染率を低下させることは中

国におけるエイズ予防の重要な柱となって

いる。静注薬物常用に対する介入として、現

在多くの国で、メサドン維持療法（注１）が

進められている。中国でも 2003 年からメタ

ドン維持療法が、静注薬物常用者に対する代

替療法として導入された。申請者らが共同研

究を行なう予定の中国・雲南省臨滄市臨翔地

区においても、４年前より、静注薬物常用者

に対しメサドン維持療法が開始されている。

そのときに行われた調査では、同地区におい

て静注薬物常用者間の高いHIV感染率が報告

された。 

メサドン維持療法に関しては、薬物離脱に

関し一定の成果が報告されている一方で、維

持療法を受けている人々の間における新規

HIV 感染リスクに関する評価は、これまでの

ところほとんど行われてこなかった。 

私たちは、これまでに雲南省臨滄市臨翔地

区において、HIV 感染に関するハイリスク集

団の調査を行ってきた。具体的には、長距離

トラック運転手や女性性産業従事者等を対

象としたHIVに関する疫学調査を行ってきた。

その結果、ラオス国境を越えて物資を輸送す

る長距離トラック運転手が国境付近で売春

などのリスクの高い行動を取っていること、

そうした場所での売春では、女性の年齢が高

く、顧客数が多いことなどが明らかになった。

現地 NGO などと協働し、教育・啓発、マイク

ロクレジットを通した小さなビジネスの推

進などを通した対策を実施している。 

一方、そうした調査の過程で、①同地区に

おいて静注薬物常用者が多く存在している

こと、②メサドン維持療法が近年導入された 

こと、③静注薬物常用者間で高い HIV 感染

率が報告されていること、④メサドン維持療

法受療者のリスク行動、新規 HIV 感染率など

に関する研究がほとんどないことがわかっ

た。 

そこで、本研究では、現地医科大学及び中

国雲南省疾病予防センター（CDC）との協力

の下、効果的な HIV 介入法の開発を行うこと

を目的として研究を計画した。 

 
２．研究の目的 
 中国における効果的エイズ対策を行うこと

を大きな目的としている。その過程で、第一

に、メサドン維持療法に参加している静注薬

物常用者の HIV 新規感染率を調査し、メサド

ン維持療法がHIV新規感染に与える影響を評

価し、第二に、静注薬物常用者に対する効果

的エイズ対策を提案することを目的とした。 

 さらに言えば、エイズ流行以降約３０年が

経過した中国のエイズ流行を歴史的に俯瞰

する事業にも取り組むことを目指した。 

 
３．研究の方法 
 研究としては以下を計画した。まず、①メ

サドン維持療法を受けている静注薬物常用

者を対象としたコホートをつくる。次いで、

②上記コホートにおける新規HIV感染率を明

らかにする。③メサドン維持療法を受けてい

る静注薬物常用者のHIV感染リスク行動を質

問紙及び in-depth interview、フォーカス・

グループ・ディスカッション（FGD）により

評価する。④そうしたリスク行動調査に基づ

き上記コホート集団に対する効果的介入法

の提案を行う。⑤HIV 新規感染率を指標とし

た介入法の評価を行う。⑥メサドン維持療法

脱 落 者 に 対 し 、 脱 落 理 由 を in-depth 

interview、FGD により調査する。 

具体的には、中国雲南省臨滄市臨翔地区で

は、過去３年間に、３３５名の静注薬物常用

者がメサドン維持療法に参加した。うち現時

点で、２８５名（８５％）が HIV 抗体陽性

であり、５０名（１５％）が陰性である。一



方、３年間の間に HIV 陽性者で１０７名（３

７．５％）、陰性者で１８名（３６％）が、

維持療法から脱落した。残る２１０名（HIV

陽性者１７８名、陰性者３２名）が現在メサ

ドン維持療法受療者であり、毎日一度地区保

健センターに来てメサドンを服用している。

この２１０名及び今後メサドン維持療法を

受ける静注薬物常用者が研究対象コホート

となる。コホート参加者を数という視点で見

れば、毎年、約１５０名がメサドン維持療法

プログラムに参加している。 

研究の具体像としては、第一に、HIV 陰性

者を対象として、インフォームドコンセント

を得た上で、６ヶ月に一度採血を行い、HIV

検査を実施する。それによって、メサドン維

持療法受療者の新規 HIV 感染率を明らかに

する。 
 
４．研究成果 

 研究の過程で、多くの HIV 感染者に治療の

遅れが見られることが明らかになった。その

主たる原因は、受診の遅れであり、早期の受

診が、治療効果の向上につながることを報告

した。早期の受診には、感染者の HIV 感染に

対する正確な知識が欠かせないこともわか

った。早期治療は、感染予防にもつながるも

のであり、さらなる啓発が求められる。 

 また、静注薬物常用者に関するデータは現

在解析中であり、論文執筆、投稿、公表を考

えている。 

 現在 HIV 感染者の治療は、「Treatment as 

prevention（予防としての治療）」が二つの

意味で推進されている。早期からの治療によ

り感染者のHIVウイルス量が減少することに

よってヒトからヒトへの感染が予防できる。

また、早期から治療を開始することによって、

免疫系の機能の疲弊を避けながら、高い CD

４細胞数を維持し、エイズ発症を予防する。

しかし中国では以前、治療の遅れが見られ、

そうした遅れを是正することが、喫緊の課題

となっている。現在中国 CDC の関係者とそう

した治療の遅れを是正する対策を提案中で

ある。その意味では本研究の成果は大きなも

のがあった。 
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